
ヒメシロアサザ（姫白浅沙） マツカサススキ （松毬薄） 

ミズオオバコ（水大葉子）  ミズネコノオ（水猫の尾） 

ヌマゼリ（沼芹） ハタベカンガレイ（端辺寒枯藺） 

ヌカボタデ （糠穂蓼） 

池沼・水田・小川などに

生えるトチカガミ科の一

年草。葉の形がオオバ

コに似ているところから

命名。水草としての人気

が高く、市販されていま

す。見頃７月～9月。宮

崎県準絶滅危惧 環境

省絶滅危惧Ⅱ類 

チョウジソウ（丁字草） 

ミズマツバ （水松葉） ミゾコウジュ （溝香薷） 

花の形が横から見ると

「丁」の字に見えること

から命名されました。リ

ンドウ目キョウチクトウ

科 宿根草でやや湿っ

た草地に自生。花期５月

～６月 宮崎県絶滅危

惧ⅠＡ類 環境省準絶

滅危惧 

「糠穂」は田の畦などに

生えるイネ科の植物の

こと。本種は、茎や葉が

細く、花も小さいので、

見過ごしてしまいそうで

す。花期９月～１１月 宮

崎県絶滅危惧ⅠＢ類、

環境省絶滅危惧Ⅱ類  

池や沼など水辺の湿地

に生えるセリ科の多年

草。別名「サワゼリ」と

も言います。見頃８月～

10月。宮崎県絶滅危惧

ⅠＡ類 環境省絶滅危

惧Ⅱ類 

湧水の見られる河川な

どに生えるカヤツリグサ

科の多年草。冬に枯れ

た枝が残るイグサに似

た植物という意味です。

「端辺」は熊本県阿蘇山

北外輪山地域のこと。

宮崎県絶滅危惧ⅠＡ類 

環境省絶滅危惧Ⅱ類 

ミツガシワ科の多年草

で湖沼やため池、水田

などに生息する水草。

本州以西に分布。田ん

ぼの雑草でやっかいも

の扱いされる地域もあ

るそうです。花期７月～

９月 宮崎県絶滅危惧

Ⅱ類、環境省絶滅危惧

カヤツリグサ科の多年

草。花穂がマツカサに

見えるところから命名。

本州から九州にかけて

分布。草丈は1mから

1.5m程度で湿地や河川

敷などで育ちます。花

期８月～１０月 宮崎県

絶滅危惧ⅠＢ類 

湿地や水田などに生息

するシソ科の一年草。

関東以西に広く分布。

茎が多数枝分かれし、

先端に長さ２～６㎝ほど

の直立する穂状の花を

つけます。花期８月～１０

月 宮崎県絶滅危惧Ⅱ

類 環境省準絶滅危惧 

湿っぽい田の畦などに

生えるシソ科の越年草。

別名はユキミソウ。乾か

したものは漢方で「香

薷」と呼んで、解熱剤な

どに用います。環境省

準絶滅危惧 

本州から沖縄に広く分

布するミソハギ科の一

年草。水田を好んで生

育します。茎が地面を這

い、枝分かれして３㎝か

ら１０㎝の高さに生長。

花期８月～１０月 環境

省絶滅危惧Ⅱ類 


